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2021年度 最終 1月京大本番レベル模試地理 採点基準 

 
１ 単答記述問題 
誤字，脱字，漢字間違いは０点。 
 
２ 論述問題 
①「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも適

宜加点する。ただし，満点を超える得点は与えない。 
② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 
 
３ 共通減点基準 
① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 
② 下線の付け忘れは１点減点。 
③ 指定用語不使用は１点減点。 
④ 字数オーバーは１点減点。 
 
＊減点しなくていい要素，その他の注意 
① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタ

ン⇔パーキスターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はし

ない。 
② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 
③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に

一致していなくてもよい。 
④ 文章が未完のものも減点しない。 
 
４ 採点記号について  
 

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 
２．□□□□× 事実に誤認あり 
３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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５ 設問別加点基準 
１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントに

おける加点はしない。その他は同義であれば加点する。 
２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の説明として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイン

ト②に該当すれば加点する。 

４）「 Ａ 」が「 Ｂ 」→1点 は，「 Ａ 」と「 Ｂ 」の両方の要素があれば

1点加点する。 

 
 
Ⅰ 
問⑶ 4 点 
近接した陸地と島とが，沿岸流による砂の堆積作用でできた砂州によって連結される。 
【加点ポイント】 
①（要因として）沿岸流 →1 点 
②（①により）砂州ができる／砂州が伸びる →2 点 
       （※「砂が堆積する」のみ →1 点） 
③（②の結果）陸地と島がつながる／海岸と島がつながる →1 点 
 
問⑸ 4 点 
地震発生時に津波の被害を受けにくい高台にあり，人口集中地区に近接し交通の便も良い

イに移転した。 
【加点ポイント】 
①（移転先として）イ →1 点 
※以下②～④は①の加点を前提とする 
②（自然的理由）高台である／丘の上である／標高が高い／低地ではない →1 点 
③（①の利点）津波の被害を受けにくい →1 点 
④（社会的理由）人口集中地区に近い／比較的交通の便がよい →1 点 

 
問⑹ 5 点 
水部を埋め立てたＫでは液状化現象や地盤沈下が，盛り土・切り土で宅地造成をしたＳで

は亀裂や陥没，土砂崩れなどが起きやすい。 
【加点ポイント】 
①（Ｋの土地改変）水部を埋め立てた／埋立地 →1 点 
②（①による災害）液状化／地盤沈下 →2 点 

 （※「高波／高潮／津波／水害」では加点しない） 
③（Ｓの土地改変）盛り土／切り土／傾斜地の平坦化／山を削っての宅地造成 →1 点 
④（②による災害）亀裂／陥没／土砂崩れ／地すべり →1 点 
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Ⅱ  
問⑴① 1 点  石炭：ばら積み船／バルカー →〇 
 
問⑴④ 4 点 
ｄの中国では経済成長にともない原油の輸入が増え，ｅのアメリカ合衆国ではシェールオ

イルの開発が進み原油の輸入が減った。 
【加点ポイント】 
①（ｄの国名と輸出入の変化）「中国」は「原油の輸入が増えた」 →1 点 
②（①の背景）経済成長／国内の需要拡大／工業化の進展 →1 点 
③（ｅの国名と輸出入の変化）「アメリカ合衆国（アメリカ）」は「原油の輸入が減った」 

→1 点 
④（③の背景）シェールオイルの開発が進んだ／非在来型石油の開発が進んだ →1 点 
 
問⑶ 4 点 
地表から重機で大規模に採掘する海外の露天掘りに対し，坑道を開削する日本の坑内掘り

は作業効率が悪く，落盤などの危険がある。 
【加点ポイント】 
①（海外の採掘方法）露天掘り／地表から直接炭層を掘る →1 点 
②（①の特徴）大規模採掘／機械化が進む →1 点 
③（日本の採掘方法）坑内掘り／坑道掘り／坑道を開削する／穴を掘っての採掘 

／露天掘りができない                →1 点 
④（③の特徴）手作業／機械化が進まない／作業効率が悪い／落盤などの危険がある 

 →1 点 
 
Ⅲ  
問⑵① 2 点  気候変動枠組み条約 →〇   
 
問⑵② 2 点 
サンゴ礁でできている国土が水没すること。 
【加点ポイント】 
① 国土の水没／海面上昇による国土面積の減少 →1 点 
②（①の背景）国土がサンゴ礁でできている／国土が低平である →1 点 
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問⑶ 4 点 
エスチュアリーは，河川の河口部が沈水してできた水深の大きいラッパ状の入江である。 
【加点ポイント】 
①（地形の名称）エスチュアリー／エスチュアリ／三角江 →1 点 
②（①の形状）ラッパ状／三角状／漏斗型 →1 点 
③（元の地形）河口 →1 点 
④（成因）沈水／沈降／海面上昇／③に海水が侵入した →1 点 
 
問⑸② 4 点 
夏は熱帯収束帯の影響を受けて雨季，冬は亜熱帯高圧帯の影響を受けて乾季となる。 
【加点ポイント】 
①（季節変動）夏は雨季／夏は降水量が多い →1 点 
②（①の理由）夏は熱帯収束帯（赤道収束帯／赤道低圧帯／赤道無風帯）の影響を受ける 
                                    →1 点 
③（季節変動）冬は乾季／冬は降水量が少ない／冬は乾燥 →1 点 
④（③の理由）冬は亜熱帯高圧帯（中緯度高圧帯）の影響を受ける →1 点 
 
問⑹ 2 点 
高燥な微高地であるため，洪水の被害を受けにくいから。 
【加点ポイント】 
① 微高地である／周囲より数メートル高い →1 点 
②（①により）洪水の被害を受けにくい／水害を受けにくい／浸水しにくい →1 点 
 
問⑺ 2 点 
夏は冷夏，冬は暖冬となる。 
【加点ポイント】 
①（夏は）冷夏となる／気温が例年より低くなる →1 点 
②（冬は）暖冬となる／気温が例年より高くなる →1 点 
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Ⅳ 
問⑴② 4 点 
先進国は高度な技術を必要とする工業製品や部品・素材を，アジア諸国は労働集約的な軽

工業品や電気機械などを互いに輸出し合う。 
【加点ポイント】 
①（先進国の輸出品）工業製品／部品／素材 →1 点 
②（①の特徴）高度な技術を必要とする／先端技術による →1 点 
③（アジア諸国の輸出品）軽工業品／電気機械／繊維品／組立完成品 

／生産が標準化された工業製品      →1 点 
④（③の特徴）労働集約的／安価な労働力により生産 →1 点 
 
問⑶ 各 1 点  ａ：「自動車」では加点しない 
        ｄ：天然ガス →〇 
 
問⑷ 4 点 
船舶にかかる税や登録料が安く，低賃金の外国人乗員の利用に制限がないため，日本の船

主がパナマに船籍を置く便宜置籍船が多い。 
【加点ポイント】 
① 便宜置籍船が多い／船籍だけパナマに置いている →2 点 
②（①の理由）船舶にかかる税（登録料）が安い →1 点 
③（①の理由）低賃金の外国人乗員の利用に制限がない／船員の国籍に制限がない 
       ／登録手続きが簡素化されている               →1 点 
  
 
Ⅴ 
問⑷ 5 点 
旧社会主義国で賃金が安いため，域内貿易に関税のかからないＥＵへの加盟を機に，外国

企業の進出が増えた。 
【加点ポイント】 
（※ウはポーランド 解答中に別の国名が明記されている場合は 0 点とする） 
①（自動車生産が増えた理由）外国企業の進出が増えた／西欧から工場が移転した →1 点 
②（①の理由）賃金が安い／安価な労働力 →1 点 
③（②の理由）旧社会主義国である →1 点 
④（①の契機）ウ国のＥＵ加盟 →1 点 
⑤（④の利点）域内貿易には関税がかからない／ＥＵ内は関税が撤廃されている →1 点 
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問⑸③ 3 点  
氷河に侵食された耕地に不向きなやせ地が多く，牧草地となった。 
【加点ポイント】 
① やせ地が多い／土壌が肥沃でない →1 点 
②（①の理由）氷河に侵食された／氷食を受けた →1 点 
③（①により）牧草地となった／耕地に向かない／穀物の耕作に向かない →1 点 
 
問⑸④ 2 点 
冷涼湿潤な気候が乳牛の飼育に適する。 
【加点ポイント】 
① 冷涼湿潤である／冷涼である／気温が低い／高温にならない →1 点 
②（①により）乳牛（牛）の飼育に適する／酪農に適する →1 点 
 


